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要 旨

東京において1980年 以 降,輸 入及び国内事例から分離 した赤痢菌を対象に,そ の菌種 ・血清型並びに

薬剤耐性の面か ら検討 し,1994年 までの15年 間の成績についてはすでに本誌 に報告 した.本 報では,そ

れ以降1995～1999年 の最近5年 間の成績について報告す る.

輸入事例 よ り分離された180株(輸 入事例由来株)と 海外 とは直接 関連のない都内事例での分離株110

株(国 内事例由来株)に おける菌種別検出頻度は,両 事例由来株 ともShigella sonnei(輸 入 事例由来株70.0

%,国 内事例由来株80.9%)が 最 も高 く,次 いでShigella flexneri(前 者20.0%,後 者19.1%)で あ った.

Shigella dysenteriaeとShigella boydiiは 国 内事例由来株では検出されず,輸 入事例由来株か らのみそれぞ

れ9株(5.0%)検 出 された.

S. flexneriで は両事例 由来株 とも同一9種 の血清型が認め られたが,国 内事例 由来株では1b及 び2a

が,輸 入事例由来株ではそれ らに加 えて6,2b,3aが 主 要なものであった.

この5年 間に,提 案中の薪血清型赤痢菌が11例 の輸入事例 と2例 の国内事例 より分離 された。

CP, TC, SM, KM, ABPC, ST, NA, FOM及 びNFLXの9種 薬剤 について実施 した耐性試験 で

は,輸 入事例 由来株で92.2%,国 内事例 由来株で94.5%が 耐性株であった.薬 剤別では,両 事例由来株

ともSM,TC,STに 対 する耐性率が高かった.そ の耐性パター ンは全体で25種 認 め られ,両 事例由来

株 ともTC・SM・STの3剤 耐性 を示す ものが最 も高頻度であった.NFLXに 対 する高度耐性株 は検出

されなかった.
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序 文

近年の我が国における細菌性赤痢の発生状況を

みる と,年 間1,000名 前後の患者数で推移 して き

てお り,そ の過半数は海外旅行者が旅行先で罹患

し我が国に持ちこむ,い わゆる輸入事例となって

いる1).

著者 らは,こ うした輸入事例の国内における細

菌性赤痢の発生に及ぼす影響 を探る目的で,東 京

において輸入及び国内事例よ り分離された赤痢菌

について,そ の菌種 ・血清型並びに薬剤耐性の面
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から比較検討 し,1980年 から1994年 の15年 間の

成績については本誌に報告 した2)3).本報では,そ

れ以降引き続 き検討 した1995年 か ら1999年 の最

近5年 間の成績について報告する.

材料 と方法

1.　供試菌株

1995～1999年 の最近5年 間に,東 京都内の海外

旅行者による輸入事例より分離 した180株(輸 入

事例由来株;Imported cases),及 び海外 とは直接

的には関連がないと考えられた都内事例か らの分

離株110株(国 内事例由来株;Domestic cases)の

合計290株 のヒ ト由来赤痢菌について検討 した.

また,赤 痢菌と考えられるものの既知血清型に該

当しない菌株については,提 案中の新血清型に該

当するか否かについて検討を加えた.

2.　血清型別試験

常法4)に従い,市 販の赤痢菌診断用血清によるス

ライ ド凝集反応法により行った.ま た新血清型 と

して報告されているもの5)～11)については,自 家調

製 した抗血清を用いた試験管内定量凝集反応 によ

り判定した.

3.　薬剤耐性試験

米国臨床検査標準委員会(NCCLS)の 抗菌薬

ディスク感受性試験実施基準2)に基づ き,市 販の

感受性試験用デ ィスク(セ ンシディスク;BBL)を

用いて実施した.供試薬剤は,ク ロラムフェニコー

ル(CP),テ トラサイクリン(TC),ス トレプ トマ

イシン(SM),カ ナマイシン(KM),ア ンピシリ

ン(ABPC),ス ルファメ トキサゾール ・トリメト

プリム合剤(ST),ナ リジクス酸(NA),ホ スホマ

イシン(FOM),ノ ルフロキサシン(NFLX)の9

剤である.

成 績

1.　菌種 ・血清型の分布

Table 1に1995～1999年 の最 近5年 間 に東京

において分離された赤痢菌290株(新 血清型菌は

Table 2に 示す)の 菌種 ・血清型別出現状況 を由

来別に示す.

菌種別の出現頻度は,輸 入事例由来株において

全分離株の70.0%,国 内事例由来株で80.9%を 占

めたShigella sonneiが いずれも最 も高 く,次 いで

Table 1 Species and serovar-distribution of Shigella

strains isolated during 1995-1999 in Tokyo

Table 2 Provisional new serovar strains of Shigella

isolated during 1995-1999 in Tokyo

S. flexneri(輸 入 事例 由来株 で20.0%,国 内 事例 由

来株 で19.1%)で あ った.ま た輸 入事 例 由来株 では

S. dysenteriaeとS. boydiiが そ れ ぞ れ9株(5.0

%)認 め られたが,国 内事 例由来株 で は全 く検 出
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されなか った.

血 清型 につい てみ ると,輸 入事例 由来株 でのみ

検 出 され たS. dysenteriaeで は7種(1,2,3,4,

8,9,12),S. boydiiで は3種(2,4,18)の 血 清

型 が認 め られた.S. flexneriで は 両事 例 由来株 と

も同一9種 の血清型 が認 め られ たが,国 内事 例 由

来株 で は1b及 び2a,輸 入 事例 由 来株 では それ ら

に加 えて6,2b,3aが 主 要 な もので あった.

2.　新 血 清型 菌の検 出状 況

1995～1999年 の5年 間 に我 々 が分 離 ・同定 し

た,新 血清型 赤痢菌 の検 出状 況 をTable 2に 示 す.

S. dysenteriae 204/96とS. flexneri 89-141が そ れ

ぞ れ1輸 入事例 よ り,S. flexneri 88-893が8輸 入

事例 と1国 内事 例 よ り,S. boydii E16553が 輸 入事

例 と国内事例 それぞ れ1事 例 よ り検 出 され た.こ

れ ら輸 入事例 の旅行先 は,イ ン ドが6例,ア フリ

カ諸 国,エ ジプ ト,タ イ,イ ン ドネ シア,ミ ャン

マ ーがそれ ぞれ1例 であ った.

3.　年 次 別耐性 菌出現状 況

Table 3に 供 試 した赤痢 菌290株 の 耐 性 菌 出現

状況 を,年 次 別,由 来別 に示 した.両 事例 由来株

と も毎年80%以 上 の高 い耐性 率 で推 移 して きて

い る.5年 間 の合 計 で は,輸 入事 例 由 来株 で180

株 中166株(92.2%),国 内 事 例由来株 で110株 中

104株(94.5%)が 耐 性 株で あっ た.

4.　菌 種 及 び薬剤 別耐性 菌出現状 況

Table 3 Drug-resistance of Shigella strains isolated

during 1995-1999 in Tokyo, by year

Drugs tested: CP, TC, SM, KM, ABPC, ST, NA, FOM, and

NFLX

各菌種別 及び供試 薬剤別 にみた耐性 菌の出現状

況 をTable 4に 示 す.

菌 種 別耐性 菌 出現状 況 をみ る と,S. dysenteriae

が9株 中9株(100%),S. flexneriが57株 中53

株(93.0%),S. boydiiが9株 中8株(88.9%),

S. sonneiが215株 中200株(93.0%)と,各 菌 種 い

ず れ も高い耐性 頻度 であ った.

薬 剤 別 にみ た耐性頻 度 は,菌 種 あ るいは由来 に

関係 な くSM耐 性(輸 入事例 由来株87.8%,国 内 事

例 由来株91.8%),TC耐 性(輸 入事 例由来株83.3

Table 4 Drug-resistance of Shigella strains isolated during 1995-1999 in Tokyo, by drug
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Table 5 Drug-resistance patterns of Shigella strains isolated during 1995-1999 in Tokyo, by species

Drugs tested: CP, TC, SM, KM, ABPC, ST, NA, FOM, and NFLX

*Imp=Imported cases , Dom=Domestic cases

%,国 内事例由来株70.0%),及 びST耐 性(輸 入

事例由来株70.6%,国 内事例由来株53.6%)が 高率

であった.そ の他CPとABPCに 対 して輸入事例

由来S. dysenteriae及 び両事例由来S. flexneriの 耐

性頻度が高かった.NA耐 性株は,国 内事例由来株

で20.9%と やや高率に認められた ものの,輸 入事

例由来株では2.8%と 低率であった.FOM耐 性株

は,輸 入事例由来S. sonneiに おいて1株 検出され

たが,NFLX耐 性株は両事例由来株 とも全 く検出

されなかった。

5.　耐性菌の菌種別耐性パ ター ン

供試赤痢菌の菌種別にみた耐性パター ンを由来

別にまとめてTable 5に 示 した.6剤 耐性が2パ

ター ン,5剤 耐 性 が4パ ター ン,4剤 耐 性 が6パ

ター ン,3剤 耐 性 が7パ ター ン,2剤 耐 性 が3パ

ター ン及 び単剤耐性 が3パ ター ン,全 体 で25種 の

耐性 パ ター ンが 認め られ た.2剤 以 上 の多剤 耐性

菌 は,輸 入事 例 由来 で耐 性166株 中154株(92.8

%),国 内事 例 由来で耐性104株 中82株(78.8%),

ま た4剤 以上の多剤 耐性株 は,前 者 で55株(33.1

%),後 者 で39株(32.7%)で あ った.

主 要 菌種 の耐性 パ ター ンをみ る とS. flexneriで

は 輸 入 事 例 由 来 株 でCP・TC・SM・ABPC・

ST, CP・TC・SM・ABPC, TC・SM・ST,国

内事 例 由来株 でCP・TC・SM・ABPC・ST, CP

・TC・SM・ABPC
, S. sonneiで は 輸 入事 例 由 来
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株 でTC・SM・ST, CP・TC・SM・ABPC,国

内事例由来株 ではTC・SM・ST, TC・SM・ST

・NAが 主要なものであった.な お,赤 痢菌全体で

は両事例 とも最 も多かったTC・SM・STの3剤

耐性 を示 した株 が111株(41.1%)と 最 も高頻度

で,次 いでSM単 剤29株(10.7%),CT・TC・SM

・ABPC 28株(10 .4%), CP・TC・SM・ABPC

・ST 25株(10 .3%), TC・SM・ST・NA 24株

(8.9%)が 主要なものであった.

考 察

我が国においては,環 境衛生の整備,衛 生行政

における防疫活動,予 防 ・治療医学の進歩などに

伴い,1960年 代前半 まで長い間猛威を振るってい

た腸チ フスや赤痢 などの腸管系伝染病は以後激減

するに至 った.し かし,1970年 代中頃以降,そ の

発生率に減少傾向が認 め られ な くな り,疾 病に

よってはむしろ漸増傾向さえうかがわれるように

なった.こ れは1970年 代後半以降増加の著 しい海

外旅行者が,旅 行先で各種の感染症に罹患 し,我

が国に持ち込むいわゆる輸入事例の増加を反映 し

たものであ り,公 衆衛生上対策の求め られる大 き

な問題となっている13)14).

細菌性赤痢 において も近年,主 としてアジア地

域において罹患 し持ち込まれる輸入事例が,我 が

国の症例の主体を占めるようになった1).著 者 ら

は,1980年 以降東京において輸入及び国内事例よ

り分離 された赤痢菌について,そ の菌種 ・血清型

並びに薬剤耐性の面から比較検討 し,細 菌学的特

徴を把握することに努めて きた2)3)15)16).

本報は,1995～1999年 の最近5年 間の成績 をま

とめたものである.ま ず菌種 ・血清型の分布の面

についてみると,過 去1980～1994年 の15年 間の

成績2)3)では,輸 入事例由来株でも国内事例由来株

同様S. sonnei及 びS. flexneriが検出菌種の主体を

占めていたが,S. flexneriの全分離株に占める割合

が国内事例由来株のそれに比 して高 く,か つ国内

では稀 なS. dysenteriaeやS. boydiiの 全 分離株 に

占める割合 も国内事例由来株のそれに比 し数倍高

かった.ま た輸入事例由来株ではS. dysenteriae,

S. flexneri及 びS. boydiiの 各菌種の血清型分布 も

国内事例由来株 に比べて多彩であること,な どが

その特徴 として明らかにされた.今 回の成績 より,

この5年 間 も前15年 とほぼ同様の傾向で推移 し

ていることが判明 した.た だ今回,国 内事例由来

S. flexneriに おいては,輸 入事例由来株と同一の9

種血 清型が検 出 されてい る.な おS. dysenteriae

とS. boydiiは 国内事例 由来株では全 く検 出 され

ず,輸 入事例由来株からのみ検出されている.

著者らは,生 化学的性状 と病原性より赤痢菌と

考えられるが,既 知血清型に該当 しない菌株 につ

いては,そ のO抗 原分析を行い,提 案中の新血清

型に該当するか否かにつき検討 し,こ れまで数種

の新血清型赤痢菌の我が国での検出例について報

告 して きた8)～11)17)～19).この1995～1999年 の5年

間にも新血清型赤痢菌が11例 の輸入事例 と2例

の国内事例より検出されてお り,下 痢症患者,特

に海外旅行者からの病原菌検索の際は,引 き続 き

この種の新血清型赤痢菌についても十分注意を払

う必要がある.
一方
,我 が国で以前からその耐性菌の出現が問

題視されてきた各種抗菌剤に対する耐性 について

みると,検討を始めた1980年 か ら年次により多少

の差はあるものの,輸 入,国 内両事例由来株 とも

80%前 後の高耐性率で推移 して きた2)3).1990～

1994年 の前5年 間の平均 は輸 入事例 由来株 で

82.7%,国 内事例由来株で89.1%で あったが,1995

～1999年 においてはそれを上回る高率で推移 し,

その平均 は前者で92.2%,後 者で94.5%で あ っ

た.

各薬剤 に対す る耐性頻度について,前5年 間と

の比較において明らかな変化が観察されたのは,

国内事例 由来株 においてNA耐 性株 が0%か ら

20.9%に 急増 したことである.著 者 らはサルモネ

ラにおいてNA耐 性 でニューキノロン剤低感受

性株の増加を報告 している20)が,赤 痢菌において

も同様な傾 向がある と考 えられる.次 に耐性パ

ターンからみると,前5年 の21パ ターンか ら供試

菌株数が446株 から290株 とかなり減少 している

にもかかわらず25パ ターンと増加,前 者では認め

られなかった6剤 耐性パ ター ンも2種,3株 検出

されてお り,さ らに多剤耐性化が進んでいる.な

お これまでと同様,今 回の調査でも近年治療に広
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く使用されているニューキノロン剤の一種である

NFLXに 対する高度耐性株 は認め られなか った

が,そ の出現に対 しては引 き続 き監視 していく必

要がある.
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Species and Serovar-Distribution, and Drug-Resistance of

Shigella Strains Isolated from Imported and

Domestic Cases during 1995-1999 in Tokyo

Shigeru MATSUSHITA, Maho ARIMATSU, Masaki TAKAHASHI, Keiko YOKOYAMA,

Noriko KONISHI, Yoshitoki YANAGAWA, Sumio YAMADA & Satoshi MOROZUMI

Department of Microbiology, Tokyo Metropolitan Research Laboratory of Public Health

A total of 290 Shilella strains consisting of 180 imported strains and 110 domestic strains isolated
during 1995-1999 in Tokyo were examined regarding their species and serovar-distribution and
their drug-resistance.

In both groups, S. sonnei (70.0% in the imported strains, 80.9% in the domestic strains) was found
to be the most prevalent species, followed by S. flexneri (20.0% in the imported strains, 19.1% in the
domestic strains). S. dysenteriae and S. boydii were only isolated in the imported cases.

Among the S. flexneri serovar, 1b, 2a, 6, 2b, and 3a were predominant in the imported strains,
whereas 1b and 2a were predominant in the domestic strains.

Provisional new serovar Shigella strains were isolated from 11 imported cases and 2 domestic
cases.

The drug-resistance test using 9 drugs (CP, TC, SM, KM, ABPC, ST, NA, FOM, and NFLX)

showed that 92.2% of the imported strains and 94.5% of the domestic strains were resistant to some

of the drugs tested. Drug-resistance patterns of the resistant strains varied in 25 types. Among those,

a triple drug-resistance type with TC•ESM•EST was found as the most frequent pattern in both

groups. None of the strains were resistant to NFLX.
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